
中部ジュニアゴルフ選手権競技【追加の行動規範】 

ＣＧＡハードカード記載の行動規範に以下が追加される。 

 

・試合球について 
中部ジュニアゴルフ選手権競技の競技当日に使用するボール(以下”試合球”)については、ラウンド中の 

ロストボール・誤球を防止するため、全ての使⽤予定ボールに氏名(フルネーム)と通し番号 (1.2.3.4.・・・・) 

をマジック等にて記載されたものを確認することになりますので、事前に準備をしてください。 

記載のないボールは、試合球として原則使⽤を認めません。 

※試合中に不測の事態が発⽣した場合はこの限りではありません 
 

記載例 (暫定球を申告の際は、こちらの記載番号を申告する) 同じ番号不可 

※氏名はフルネームで有ればオウンネームプリント可、カタカナ・アルファベット可 
※1 日目の競技で紛失した番号の試合球は補充せず、続きの番号から使用すること。 
例：１日目に１．２．３の番号のボールを紛失・取り換え等をした場合は、２日目は４．５．６…を使用 

 

 
 
 
 

ラウンド中のロストボール・誤球防⽌対策 

① 競技中のコース内での無記名のボールは、誤球防止の観点から競技委員が回収します。 

② 競技中のコース内で記名されているボールが放置(ロストボールの可能性)、OB エリアのボールは競技委員が回収し、

該当選手・同伴競技者に状況確認をする場合があります。暫定球、打ち直し等で使用球の番号が変わった場合は、状況

の説明が出来るようにしておくこと。 
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